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長　田　美喜彦南伊豆町議会議長

新年の挨拶

　令和７年の新年に当たり町議会を代表しご挨拶申し上げます。
　町民の皆様方には穏やかな新春を迎えられたことお慶び申し上げます。
　昨年の政治状況は我が国では今までの国の政治が大きな変革のはざまに来て
おります。また、隣国では大統領が弾劾を受けております。アメリカ合衆国で
はトランプ大統領が再選されております。政治の世界でも大きな変化がありま
した。
　能登半島では、地震に始まり９月には豪雨災害等大変な思いをされたことと、
心を痛めており、お見舞い申し上げます。我が町でも50年前には中木地震、そ
の後、青野川での水害が思い出されます。近年では南海・東南海の地震が予想
されております。同じ半島の先端であり他人事ではありません。町でも災害に
対しての備えはしておりますが十分とは言えませんので議会も当局と力を合わ
せ災害防止には力を入れ、住民の皆様方が安心して暮らせるように努力をして
おります。
　また、昨年に続き物価の上昇は住民生活の暮らしにも大きくのしかかってい
ます。町でも、第８弾のプレミアム付商品券の発行が予定されており、一助に
なればと思います。
　今年は十二支の巳「きのとみ」巳は脱皮を繰り返し大きくなる事から、生命力
や再生と言ったおめでたいことのシンボルです。「木」の要素を持ち草木がしな
やかに伸びる様子や横へと広がっていく意味を持っています。そのため、巳の
年は再生や変化を繰り返しながら柔軟に発展していく年になると考えられます。
我が町も目に見える発展をしていきたいものです。そして、本年も災害の無い
平穏な年でありますよう願いたいものです。
　現在、議会は議会改革のなかで基本条例を作成中であります。住民の皆様の
負託に応えるために努力しておりますので、今後も、町議会へのご理解、ご協
力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びにあたり、皆様方のご健勝とご多幸をお祈り申し上げ、新年のご挨拶と
いたします。
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一般会計・特別会計・企業会計補正予算可決一般会計・特別会計・企業会計補正予算可決一般会計・特別会計・企業会計補正予算可決一般会計・特別会計・企業会計補正予算可決
令和６年12月定例会

▪一般会計
　　　　………………�7,244万円

主

な

内

容

◦総務費………………………�△1,785万9千円
◦民生費…………………………�2,930万2千円
◦衛生費……………………………�415万5千円
◦農林水産業費……………………�657万6千円
◦商工費…………………………�5,757万4千円
◦土木費…………………………�△357万4千円
◦消防費………………………………31万1千円
◦教育費…………………………�△404万5千円

▪特別会計………�3,325万7千円

▪企業会計（収益的収支）
　　　　…………………�320万円

◦介護保険………………………�3,263万8千円
主
な
内
容

◦水道事業………………………………�320万円
主
な
内
容
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令和６年12月議会定例会採決一覧表

№
議　案

番　号
提　　出　　議　　案

審議
結果

安
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一

齋
　
藤
　
　
　
要

１ 報第７号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解） 報告

２ 諮第２号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 同意 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

３ 議第96号
専決処分の報告及び承認を求めることについて（令和６年度南
伊豆町一般会計補正予算（第５号））

原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

４ 議第97号 南伊豆町課設置条例の一部を改正する条例制定について 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

５ 議第98号
南伊豆町議会の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例制定について

原案可決 ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

６ 議第99号
南伊豆町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例制定について

原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

７ 議第100号
南伊豆町特別職の常勤の者の給料等に関する条例の一部を改正
する条例制定について

原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

８ 議第101号
南伊豆町地域包括支援センターの運営及び職員の基準を定める
条例の一部を改正する条例制定について

原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

９ 議第102号 静岡地方税滞納整理機構規約の一部を変更する規約制定について 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

10 議第103号
工事変更請負契約の締結について（令和６年度社会資本整備総
合交付金事業町道落居線道路改良工事）

原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

11 議第104号 令和６年度南伊豆町一般会計補正予算（第６号） 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

12 議第105号 令和６年度南伊豆町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

13 議第106号 令和６年度南伊豆町南上財産区特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

14 議第107号
令和６年度東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町及び西伊豆町
指導主事共同設置事業特別会計補正予算（第１号）

原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

15 議第108号 令和６年度南伊豆町水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

16 発議第５号 地震財特法の延長に関する意見書 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

17 発議第６号 伊豆縦貫自動車道の早期全線開通を求める意見書 原案可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

賛成：◯　反対：╳ ※議長　長田美喜彦は採決に加わっておりません。
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●一般質問 町長に聞きました

宮田和 彦議員

質問　町長選挙に立候補の意
思はありますか。また、その
意思があるならば、３期に向
けてどのような公約を挙げ、
町政のかじ取りを担っていこ
うとしていますか。

町長　コロナ禍への適切な対
応が最優先課題であったこと
などから、私の公約に挙げた
施策の進展が不十分であった
と自認しています。このため、
各種施策の完結を目指すこと
が町民の皆様への負託にお応
えすることでもあると確信し
ています。
　また、今後も行政ニーズを
的確に捉え、全ての町民が住
みやすく、次世代・未来の子
供たちに自信をもって引き継
ぐことができるふるさと南伊
豆町の実現に鋭意取り組むこ
とをお約束し、引き続き公正、
公平な行政運営に努めてまい
ります。

質問　次期町長選に出馬する
正式な表明でよろしいですか。

次期町長選挙の
立候補について

町長　熱い思いを持って表明
させていただきます。

質問　独立行政法人港湾・航
空技術研究所の報告書によれ
ば汀線・深浅測量調査を年１
回程度行うように記載してい
ましたが、継続していますか。

町長　継続した現地調査を
行っています。また、養浜を
継続して実施する必要がある
との報告を受けています。

弓ケ浜海岸の
� 砂浜について

質問　大雨による湊地区前田川
の流下能力不足と県道120号
線の道路冠水の認識は。

町長　管理者である静岡県に
現状認識について確認いたし
ましたが、「河川や道路側溝
などにおいては、一定規模の
降雨に対して安全に雨水を流
下できるよう断面設計してい
るが、近年に頻発・激甚化す
る排水能力を上回る豪雨など
に対しては、地域の保水力向
上などのソフト対策を含めた
総合的な対応が必要と認識し
ている」との回答をいただい
ています。また、手石湊線の
冠水発生箇所の対応について
は、「集水ます等の清掃作業
を実施したため、これら排水

大雨による排水
不良と道路冠水
対策

機能に改善が見られていると
認識している」とのことです
が、引き続き管理者である静
岡県には道路冠水の解消に向
けてさらなる対策を講じるよ
う強く要望してまいります。

質問　日野交差点から弓ヶ浜
大橋、前原橋付近から南伊豆
中学校入口、南伊豆ホスピタ
ル付近から荒沢バス停付近に
かけて、賀茂老人ホーム付近
から道の駅付近にかけての道
路冠水対策の進捗状況は。

地域整備課長　南伊豆東中か
ら弓ヶ浜大橋までについて
は、「暗渠管等の土砂を撤去し
たので、排水機能に所定の改
善が見られる」との回答があ
りました。また、前原橋付近
から南伊豆中学校まで、及び
南伊豆ホスピタル付近から荒
沢バス停までについては、「交
通及び歩行に支障がある土砂
などの除去を実施した」との
報告を受けています。「これ
らの冠水は、沢からの流水が
主な原因と考えられるため、
町、県、地元などによる地域
全体としての保水能力の向上
も必要である」とのことでし
た。引き続き排水機能改善に
向けた対策と対応の強化を強
く求めてまいります。
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大 年 美 文議員

質問　大規模地震対策事業の
中の耐震シェルター等整備
事業についてお伺いします。
100万円の補正をしています
が、この反響と現状はいかが
ですか。

防災室長　現状につきまして
は、問い合わせについては４
件ほどございます。これにつ
いては、町民向けのホーム
ページへの掲載、また９月
17日発行の回覧文書でご案
内をさせていただいた後、問
い合わせがございました。
　その中で、この４件につき
ましては、耐震診断の未実施
であったり、あと設置場所を
２階部分への設置希望という

の例えば海産物ではなくて、
そういう方々に宿泊券等もそ
うなんですけれども、そうい
うものに関係する返礼品も考
えたらどうかとおもいますが、
その辺はいかがでしょうか。

商工観光課長　マリンスポー
ツ系だけではないですが、実
際のところ宿泊券等の高額な
寄附がいただけるものに力を
入れていくという方向性で今
は進めております。
　その状況で、今朝方も過去
２週間ぐらいの寄附の状況を
確認してきたところですが、
実際に大口の10万円以上の
寄附というのが増えてきてい
るところでございます。です
から、方向性としては、マイ
ナスではなくやっていること
は生きてきていると感じてお
りますので、例に出ているハ
ンマーヘッドシャークである
とか宿泊券等、実際に来てい
ただいて体験していただく部
分に力を入れていきたいと考
えております。

質問　ふるさと寄附金事業
の支出の金額ですけれども、
１億3,547万円ということ
で、この辺の進捗状況と内容
についてお答えをお願いいた
します。

商工観光課長　寄附金事業に
おいては、返礼品等に係る歳
出予算額を１億3,547万円
程度見込んだ中で、11月15
日現在、4,558万6,704円
が執行済みで、執行率では
33.6％となっております。
　また、寄附額では、歳入予
算額２億7,000万円に対し、
11月15日現在で6,763万円
の収入済額となっておりま
す。
　本寄附金事業においては、
その制度の特性から年末にか
けて寄附件数の増加が見込ま
れまして、これからの時期が
まさに最盛期となりますが、
昨年度と比べ若干ではござい
ますが立ち上がりのペースが
弱く感じられているという状
況でございます。

質問　魚釣りやダイビングの
お客様を大分見かけますので、
海の関係の返礼品みたいなも

令和６年度９月
補正予算を実施
した事業の進捗
状況について

令和７年度の予算編成に
あたり、本年度の「主な
もの」と位置付ける各事
業の進捗状況について

ことで、あいにく補助金の申
請には至っておりません。た
だ、今後につきましても事業
周知等努めながら、新年度以
降も予算を確保した中で継続
した形で進められればと思っ
ております。

寄附
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岩 田　 稔議員

質問　10月19日（日）に行わ
れるフェスタ南伊豆に併せて
何か特別なイベント企画があ
りますか？例えば大谷翔平さ
んとかサザンの桑田佳祐さん
とか呼べませんか？

町長　22回フェスタ南伊豆
においては町民の皆様と共に
町制施行70周年をお祝いい
ただけるよう満足度の高いイ
ベントなどを実行委員会と連
携しながら企画しております。

町制施行70周年
記念行事について

質問　イベントを継続的に行
う事が重要だと考えますが例
えばカレー協会みたいな組織
の設立を促すお考えはありま
すか？

質問　これからデジタル化が
進みますが当然の事ながら取
り残される人達も少なからず
いるはずです。デジタルを使
える人使えない人で情報の格
差が起きます。その人達を丁
寧に救っていく事が必要だと
思っています。そのあたりど
うされるのか？

町長　デジタルディバイド・
恩恵を受ける人受けない人に
よる格差が新たな課題になる
と考えられます。対策に向け
てはスマートフォン活用等に
関するセミナーや相談会など
を実施しております。

質問　スマートフォンを持っ
ていない人達もいるはずです
が、その方達が機種変更する
時その費用を援助するお考え
はあるのかお聞かせくださ
い。

地方創生室長　現時点ではそ
こまで想定していませんが、
今後普及状況等を確認させて

カレーで
町おこしについて

町長　町として可能な限り相
談に対応してまいりたいと考
えておりますが、現時点では
協会設立ということは考えて
おりません。

デジタル田園都
市国家構想交付
金について

いただきながら予算化につい
て検討していきたいと考えて
おります。

質問　今町内の人達を見ると
物価高騰に苦慮し、給与や時
給も思ったように上がらず大
変苦しい生活をしている人が
多いと思います。その中でプ
レミアム付商品券というのは
希望の一つだと思います。ぜ
ひ最大限の規模でやるお考え
があるのかお答え願います。

町長　１世帯当たり上限３万
円の商品券を１万５千円で令
和７年３月に販売する準備を
進めております。また国の経
済対策をもって一定の財源確
保が可能な場合においては躊
躇なく当該事業の拡大に取り
組んでまいります。

　ぜひ最大限５万円の規模ま
で高めていただき町民の生活
に寄り添った町政をお願いし
たいと思います。

プレミアム付商品
券第８弾について
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比野下文男議員

質問　喫煙並びに受動喫煙は
健康に害を及ぼすとして社会
問題になっていることは周知
のとおりです。町内において
も庁舎内、学校及び町内の各
公共施設や公園、行楽地等の
多くの場所が禁煙になってお
ります。海水浴シーズン中は、
弓ヶ浜に隣接する側溝へのポ
イ捨てや吸い殻を砂浜へ埋め
込めるなどの行為が多く見ら
れると聞いております。また、
開設中は喫煙所を尋ねる方も
多いようですが、あのすばら
しい弓ヶ浜海水浴場を楽しん
でいただく、それは当局の務
めではないでしょうか。社会
情勢を鑑み、弓ヶ浜・子浦海
水浴場を来年の夏季シーズン
から全面禁煙にしていただき
たいが、町長の考えをお聞か
せください。

町長　禁煙の潮流は全国レベ
ルで加速しており、海水浴場
などにおいても禁煙や分煙を
うたい、規制を強化する事例
も増えてきておりますので、
国が提唱する受動喫煙防止に
よる健康保持の観点からも、

質問　治安維持事業の一環と
して、地域における子供の見
守り活動を補完し、子供を狙っ
た犯罪や交通安全などへの抑
止を図るため、通学路への防
犯カメラの設置について積極
的に推進しております。
　以上の観点から、こども園、
各小学校、そして令和８年度
に統合となる南伊豆中学校周
辺への防犯カメラを設置する

南伊豆町海水浴
場条例並びに同
施行規則につい
て

海水浴場の禁煙・分煙に前向
きに検討を進めていきたいと
考えております。

質問　全国的にいろいろと問
題が出ております。来年の開
設前までに、町長の決断で条
例の改正をお願いしたいと思
います。その件についていか
がですか。

町長　お客さんもあまり多く
ない状況が続いていますので、
お客さんが減らないようなこ
とも考える。分煙をうまくす
るとか、いろいろ考えること
も大事かなと思いますので、
その辺は、地元の地域とも話
し合いながら進めていきたい
と思います。

防犯監視カメラ
設置の重要性と
その関連につい
て

よう、そのための規則の制定
を強く要望しますが、いかが
でしょうか。

教育長　学校や通学路の安全
確保の重要性は認識しており
ますが、設置場所や監視範囲
などを明確にすることや維持
管理費などの負担を考慮しな
がら、効果的かつ適切な設置
について検討していきたいと
考えております。

質問　集団での下校時につい
て、旧コンビニ前の停留所は
狭く、待合所から通路へのは
み出しが十分考えられます。
安全への配慮が必要と思われ
ます。教育長をはじめ、今後
当中学区に携わる教育関係の
方々は現場の状況を十分把握
されていることと私が言うま
でもありませんが、全ての子
供たちが元気で無事に登下校
されることは、保護者も町民
も誰しもの願いです。待合所
並びに横断歩道周辺への防犯
のカメラの設置を当局に要望
しておりますが、教育長とし
てぜひ協力いただきたいが、
その考えはいかがですか。

教育長　安全に登下校できる
ことを最優先に、乗降場所の
確保、現行の路線バスでの対
応、マイクロバス購入等を含
め、シミュレーションを重ね
ているところです。
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安 藤 広 和議員

質問　半円のステージを有す
るイベント広場が存在します
が、造成の目的や過去の活用
事例をお伺いします。

町長　オーシャンパーク整備
計画においては、現状の地形
や自然を生かしつつ、広場を
活用した各種イベントや来訪
客、具体的には、ご家族やお
子様連れなどを想定した憩
い、あるいは遊びの場の確保
に加え、芝を敷き詰めたすり
鉢状の客席と舞台をもって、
様々なエンターテイメントを
鑑賞するというコンセプトで
整備されたものと認識してお
ります。これらの利活用につ
いては、大規模なバイクイベ
ントや伊勢海老づくしの特別
な日などが記憶に新しいとこ
ろであります。イベント広場
につきましては、すり鉢状の
部分以外にも芝生状の広い平
地もあり、活用方針について
具体的に決定しているものが
あるわけではございません
が、芝生を活かしたドッグラ
ンの整備、バイクイベント等
や予備駐車場としても利用可
能な舗装整備をしたうえでの

質問　当町としても観光への
取り組みは重要であり、従来
の国内市場以外にインバウン
ド誘致に向けた取り組みが遅
れることにより、インバウン
ド機会の損失に繋がると考え
ます。そのうえからも、町と
して観光資源の開発や受入体

石廊崎オーシャ
ンパークの課題
について

イベント会場などが考えられ
ます。

質問　イベント広場を外部へ
の貸し出しというのは可能な
のでしょうか。

商工観光課長　基本的には可
能だと思います。

質問　営業状況や問題解決に
向け、町と指定管理者、現場
の担当者との定期的な情報連
携は行われているのでしょう
か。

町長　指定管理者との定期的
な情報共有や連携、各種報告
についても指定管理に関する
協定書の定めに従い実施して
おります。また、当該施設の
適正管理等は町の責務となり
ますので、必要な情報連携等
は必須と理解しております。

インバウンドの現
状と観光ビジネス
拡大について

制の充実が急務と考えており
ますが、いかがでしょうか。

町長　オーシャンパークにお
いて来訪している外国人にア
ンケートを実施し、来訪につ
いてのデータ収集をできない
か、現在指定管理者と検討中
でありまして、収集したデー
タを基に今後の受入体制や観
光素材の発見、磨き上げに努
めていきたいと考えておりま
す。現段階では、以前から話
題に上がるハンマーヘッド
シャークやドラマのロケ地と
なった落居海岸、各集落の祭
典なども可能性を秘めている
のではないかと思慮しており
ます。

質問　インバウンドに限らず、
観光拡大に向けたプロモー
ションや観光資源の開発など
で観光庁の支援事業がありま
すが、このような支援事業は
活用しておりますでしょうか。

商工観光課長　現在のところ
活用はしておりません。実施
要綱を目にする機会というの
はあるのですが、公募期間が
短く対応できないケースが多
いという印象を持っておりま
す。今後は情報収集に努め、
有利な支援事業につきまして
は活用していきたいと考えて
おります。
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渡 邉　 哲議員

質問　当町のインクルーシブ
社会に対する取組みの現状と
今後について町長にお伺いし
ます。

町長　本町で策定した第６次
南伊豆町総合計画において
は、まちづくりの主要課題と
して持続的な開発目標を掲
げ、SDGs の基本理念である
貧困の撲滅をはじめ、持続可
能で包摂性のある世の中をつ
くっていくことが重要とし
ており、これらは本町にお
ける諸課題に対する取組みと
して、インクルーシブ社会の
実現を目指した取組みに通じ
るものであると考えておりま
す。本総合計画での包摂性と
は、全てのひと、もの、こと
の多様性を認め、尊重するこ
とを基本としており、７つの
主要課題、これらを解決する
４つのの基本目標の設定を基
に取組みを進めております。
また、第６次南伊豆町総合計
画には、令和２年度から令和
11年度までの10年間を計画
期間としており、令和７年度
からは後期計画期間として本
総合計画の総まとめとしてよ

ルーシブ教育は完結するとい
うことはなく、より一層支援
体制、環境整備をするととも
に、指導の充実や教職員の専
門性の向上に努めてインク
ルーシブ教育を進めていきた
いと思います。

質問　町長にお伺いします。
ふるさと公園を車椅子でも遊
べる遊具を整備してインク
ルーシブ公園に出来ないで
しょうか。

町長　全ての人が楽しく利用
できるとするインクルーシブ
公園の整備は、将来的に必須
と考えております。今後も広
範的に利用者のご意見、ご要
望を伺いながら、多様性を含
めた共生社会の確立に向けて
公園の維持、拡充に努めてま
いります。

インクルーシブ
社会に対する取
組み

り一層の取組み強化を図って
まいります。

地方創生室長　総合計画の中
では、このインクルーシブと
いう点を包摂性という形で捉
えさせていただいておりま
す。多様性を認めて、その多
様性を尊重していくという形
を想定しておりますが、国連
のSDGsでも目指して取組ん
ではいるものの、実現はなか
なか至っていないということ
はご承知のとおりかと思いま
す。

質問　教育長にお伺いします。
インクルーシブ教育というの
がこの社会をつくる重要な課
題となってくると思いますが。

教育長　インクルーシブ教育
とは障害の有無にかかわら
ず、全ての子供を包含する教
育で誰もが排除や分離される
ことなく必要な支援を受けな
がら、通常の学級で過ごすこ
とを目的としております。現
在、町内の小中学校すべてに
特別支援学級が設置されてい
ますが、どの学校も普通学級
との交流を増やすことでイン
クルーシブ教育の理念を実現
しています。また、タブレッ
トを活用することで個人に合
わせた学習支援を行うことが
可能になり、より多様なニー
ズに対応しています。インク

※質問し答弁があった。

南伊豆町消防団
の現状と今後に
ついて
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黒田利貴男議員

質問　当町では、捕獲に頼る
だけではなく、集落単位で「守
る」、「寄せつけない」、「追い
払う」を推奨して有害鳥獣に
強い集落づくりを捕獲報奨金
と合わせて行っています。現
在の状況について伺います。

町長　令和７年度以降は補助
要件を見直し、想定する事業
効果がいかんなく発揮できる
よう取り組んでまいります。

質問　生息域が拡大傾向にあ
るニホンジカの対策はどう
なっているか伺います。

町長　本町で定める既存補助
金制度の見直しや、地域間連
携の下、効果的な対策を講じ
てまいりたいと考えておりま
す。

質問　猿の対策について伺い
ます。

町長　本年度においては、狩
猟等を持って猿の捕獲頭数は
増加しておりますが、被害の
相対的な抑制までには至って
おりません。

質問　現在の鳥獣被害計画は
どうなっているか伺います。
　

鳥獣害総合対策について

質問　中学校統合については、
南伊豆町立学校統合準備委員
会が諮問を受けて、答申を教
育長のほうにする形となって
おります。制服について現在
の考えはどうなっているか伺
います。

教育長　新制服はブレザース
タイルで、多様性への配慮か
ら女性でもスラックスの選択
ができるようにしました。
　新制服へは移行期間を設け、
令和10年度末までは現在の制
服着用が可能とすることとし
ております。

質問　自転車通学と雨の日の
制服対応についてお伺いしま
す。

教育長　学校長の裁量に委ね
られています。現在、２校で
統合後の制服対応について協
議をしております。

質問　通学時間の負担軽減の
ための措置を何か考えている
か伺います。

教育長　できる限り負担を軽
減し、安全かつ快適な通学環
境を整えたいと考えています。

町長　今後も、本計画による
目標達成や課題解決のため、
より効果的な鳥獣被害対策に
努めてまいりたいと考えてお
ります。

中学校統合に向けての
現在の状況について

質問　旧共立湊病院跡地は南
伊豆町で取得するのが望まし
いと私は考えます。一部事務
組合下田メディカルセンター
の考えを伺います。

町長　現時点においても明確
な方針が示されていない状況
に変わりません。

質問　南伊豆町として取得の
考えはないか伺います。

町長　現時点で当該地の取得
や本町独自の利活用などにつ
いての検討はしておりません。

質問　排水路整備等一部事務
組合側の対応はどうなってい
るのか伺います。

町長　当該地区周辺の住民の
皆様にご迷惑をかけるような
ことがないよう、一部事務組
合とも協議し、跡地の排水対
策等に係る施設整備なども含
めたさらなる環境保全に努め
てまいります。

質問　何らかの形で行政が取
得、保全をしていく必要があ
ると考えます。環境省国立公
園満喫プロジェクト事業の導
入の考えはないか。

町長　伊豆半島エリアでの地
域協議会については、美しい
伊豆創造センターを通じて静
岡県に確認したところ、10月
の時点でまだ動きは把握して
いないとのことであります。
このため、詳細が不明な現段
階で湊病院跡地における当該
事業等の導入については、検
討はしておりません。

旧共立湊病院跡地取得に
ついての考えについて
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　2024年は元旦の令和６年能登半島地震が発生。南伊豆町では毎年恒例の弓ヶ浜の花火大会の日である
８月８日午後４時43分に日向灘を震源とする地震が発生し政府より南海トラフ地震臨時情報が発令さ
れた。太平洋に突き出た伊豆半島最南端の当町でも海岸付近住民及観光客には注意喚起の放送がされた。
思い起こせば昭和49年（1974 年）５月９日は伊豆半島地震が発生し中木地区中心に多くの犠牲者が出た。
　2024 年はその地震から 50 年の節目の年でもあった。能登半島地震も半島の地震である。発生後の迅
速な救助・復旧・復興のためには道路整備は能登の地震から見ると急務である。
　備えあれば憂なしを合言葉に日頃から地震への備えを今一度ご確認いただき、お過ごしくださいます
ようお願いいたします。
� 新風創造　（黒田）

未来を担う子ども達未来を担う子ども達

　今年度も地域のみなさまや町役場等から多方面からのご支援をいただき、地域とつながる取り組みを実施し、成果をあげることができました。
その一例として、１年生は総合的な探究の活動にて「地域を知る学習」で、石廊崎と弓ヶ浜で地域 PR のための写真撮影を行い発表会を行いました。
２年生はインターンシップにて、町内の事業所を中心に幅広い業種で職業体験をさせていただき、１年後の進路決定に向けた貴重な体験を積ませ
ていただきました。
　３年生は科目「課題研究」において、地域を題材とした研究テーマで各チームが活動を進めました。特に河津桜酵母を使用したバンズ「みなみ
のさくらバーガー」は町内の飲食店で扱われ、新たな観光資源として注目されています。また、令和３年に導入されたスマート農業の活動では、
年間を通しサラダ用葉物を生産し、直売所「湯の花」をはじめ、町内飲食店で扱っていただいております。今年度は新たな栽培品目としてパクチー
の栽培を開始し、栽培技術や販路開拓等の研究を進めております。この取り組みのなかで、昨年12月に開催された「餃子レシピコンテスト」（株
式会社にしはらグループ主催）に「パクチー香るさわやか餃子」を開発・応募したところ、応募総数130点のなかから見事、大賞に選ばれました。
鮮烈な香りのパクチーを誰もが食べられるよう試行錯誤を重ねた努力の成果が認められました。今度、商品化される予定です。
　上記は今年度の活動の一部ですが、これからも南伊豆分校は少数精鋭で地域に根差した活動を行い、生徒個々を伸ばす教育に取り組んでまいり
ます。今後とも地域のみなさまのご支援をお願いいたします。

南伊豆分校の近況南伊豆分校の近況

議会一口メモ 議員平等の原則

　議員平等の原則とは、議会の構成員である議員は、法令上完
全に平等であるというものである。議員の性別、年齢、信条、
社会的地位、議員としての経験年数その他の条件は、議会内に
おいてはすべて関係なく、発言権、表決権、選挙権等議員に認
められている権限はすべて平等なものとして取り扱われる。
　例えば、表決権は各議員に平等に一個ずつ与えられ、このこ

とが前述の過半数議決の意義に通ずるものである。
　すなわち、過半数議決の原則は多数が是とするところに道理
が存在し、正義があるという前提のもとに成り立っているもの
であるが、この議員平等の原則がなければ、どこに多数人の意
見があるか分からなくなるわけで、この両原則は表裏一体のも
のといえる。
　当町には女性議員が不在です。ぜひ女性目線の意見を町政に
反映させて頂きたいと思います。

「議員必携」より一部抜粋　（大年）

南伊豆分校担当　肥 田 恒 次

　11月末、電話に出た。「オーイ俺だよう」「何や」「実はサー、議会だよりだけど、今度100号になるからサー」、「だから何だや」
「オメーが議長の時１号が発行されて、時は流れて俺が議長で100号、竹麻中学校の同級生で１号と100号だから記念に寄稿を頼
みテーヨ」。
　二つ返事をして切った後、失敗したと思った。体調不良と頭の回転不足、何でもそうだが一夜漬けの悪い癖、師走なかばをす
ぎたのに焦っている。問題はふた昔以上の議会の事。確か定員16人、派閥もあったが党派もあり、議会も活気に溢れていた。
　以前から「議会報」だしたらという声があったが、この年、一気に盛り上がり準備委員会を立ち上げた。県内でも「議会報」
はめずらしく、各市町村からの取り集めに苦労した。
　広報委員会では一般質問など公正公平に記事にするのも苦労の種だった。家庭配布後の反響は思った以上にすごく、久しぶり
に褒められた事は覚えている。
　おめでとう100号！

湊　　大 野 良 司

「議会だより」100号によせて


